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 平成２６年６月２０日開催第１６５回府中市建築審査会に上程された議案について、

審議の結果議事録のとおり議決された。 

（参考）審議概要 

１ 日 時 平成２６年６月２０日(金)午後２時５５分～午後３時３７分 

２ 場 所 府中市役所北庁舎３階第３会議室 

３ 審議内容 

(1) 同意議案 ５件 

    第６号議案～１０号議案 

     建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づく許可 

（敷地と道路の関係） 

４ 出席委員  会 長 １名 

        委 員 ３名 

５ 出席職員  都市整備部まちづくり担当参事 

建築指導課長 

建築指導課長補佐 

           建築指導課 管理係 係長 

        建築指導課 審査係 係長 

        建築指導課 審査係 主任 

        建築指導課 審査係 技術職員  

６ 傍聴人   なし 
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開  会 

 

午後２時５５分 

○事務局 定刻より少し早いですが、皆様お揃いなので、第１６５回府中市建築審査会の

開催をお願いしたいと思います。 

   開催に先立ちまして、私どもの都市整備部のまちづくり担当参事の○○よりご挨拶

を申し上げます。 

○まちづくり担当参事 改めまして、こんにちは。整備部まちづくり担当参事の○○でご

ざいます。 

   本日はご多用の中、ご出席賜りまして、ありがとうございます。また、日ごろより、

本市のまちづくり行政に対しまして、多大なるご尽力を賜り、この場をお借りしまし

て、お礼申し上げます。ありがとうございます。 

   さて、本日、ご審議いただきます案件といたしましては、建築基準法第４３条第１

項ただし書に基づく同意案件が５件でございます。ご審議賜りますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

   以上でございます。 

○事務局 それでは、議長、よろしくお願いいたします。なお、本日は、傍聴人はござい

ません。 

○議長 それでは第１６５回府中市建築審査会を開催いたします。 

議題に入ります前に、２点報告させていただきます。 

   １点目は、本日、委員の過半数の出席がございますので、府中市建築審査会条例第

４条第２項の規定により、本会は有効に成立していたしております。 

   ２点目は、府中市建築審査会条例第３条第１項第１号の規定に基づき、建築基準法

の規定に基づく同意の求めがありました。これに伴い、特定行政庁より許可申請書の

写し一式の送付がありましたので、こちらに用意しております。図面等詳細な事項の

確認はこちらでできますので、必要があればお申し出願います。 

続きまして、本日の審査会議事録への署名人の指定を行いたいと存じます。 

府中市建築審査会条例施行規則第４条第２項に、会長及び会議において定めた委員

一名が署名することとなっております。 

今回は○○委員にお願いしたいと思いますが、いかがでしょうか。 
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（「了承」の声） 

○議長 それではよろしくお願いいたします。 

   では、日程１の「建築基準法第４３条第１項ただし書の規定に基づく許可」の個別

許可の審査につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

   第６号議案及び第７号議案につきましては、同じ道に接しておりますので、一括し

て事務局から説明をお願いします。 

○特定行政庁 それでは第６号議案及び第７号議案につきまして、同じ道に接する隣接地

２棟の申請であるため、第６号議案を中心にご説明させていただきます。 

   １ページの府中市全図をご覧ください。場所は赤の丸で表示し、引き出し線で６及

び７と示しておりますが、府中市の○○部で、府中市立府中○○小学校の○側です。 

   ３ページをご覧ください。はじめに第６号議案につきまして、申請者は○○○○さ

ん、○○○○さんです。申請の要旨は一戸建ての住宅の新築、適用条文は建築基準法

第４３条第１項ただし書、敷地は府中市○○町○丁目○○番○○、用途地域は第一種

低層住居専用地域です。敷地と道路の関係につきまして、建築基準法第４３条第１項

ただし書の規定に基づく許可申請がなされたものです。建築物の概要につきまして、

構造及び階数は、木造、地上２階建て、その他は議案書記載のとおりでございます。 

   次に第７号議案につきましては、１２ページをご覧ください、申請者は、○○○○

さんです。申請の要旨は一戸建ての住宅の新築、敷地は府中市○○町○丁目○○番○

○、建築物の概要につきまして、構造及び階数は、木造、地上２階建て、その他は議

案書記載のとおりでございます。 

   戻っていただきまして、４ページをご覧ください。案内図及び配置図でございます。

左側の案内図をご覧ください。申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた敷地は、第６号

議案の申請地となります。また、その西側、隣接する敷地が第７号議案の申請地とな

ります。引き出し線で年度を表示しておりますのが、過去に許可した場所となってお

ります。右側は配置図です。建築物の外壁面は隣地境界線から０.５メートル以上離し

て計画しており、第７号議案につきましても同様の配置計画としております。 

   ５ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。道の現況図に写真の番号及び

撮影方向を表示しております。申請地が接する道の現況でございますが、西側の法第

４２条第１項第１号道路から東側の法第４２号第１項第５号道路へ通り抜けている現

況幅員が４メートル、延長距離５３.５２メートルの道で、平成２５年度に道に関する
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協定が結ばれ、道の部分の土地の所有権を有する者１３名のうち１２名の承諾となっ

ておりました。しかしながら、今回の申請に際して、行方の不明だった方を再度、調

査したところ、本人の行方がわかったことから、全員による協定を締結することがで

きました。 

現況写真をご覧ください。写真①は西側の法第４２条第１項第１号道路を見た状況、

写真②は西側の法第４２条第１項第１号道路から道を見た状況、写真③は東側の法第

４２条第１項第５号から道を見た状況、写真④は東側の法第４２条第１項第５号道路

を見た状況、写真⑤は東側の法第４２条第１項第５号道路を見た状況、写真⑥は第６

号議案の申請地を見た状況です。 

続きまして、６ページをご覧ください。公図写です。申請地は黄色で囲まれた部分

で、黒枠で示した○○番○○は第６号議案の地番となります。また、○○番○○につ

きましては第７号議案の地番となります。道に関する協定が結ばれた部分は、黄色で

着色した部分で、関係地番を赤枠で示しております。 

７ページは道及び道となるの部分の関係地番一覧表です。道部分の土地の不動産登

記簿上の記録と道に関する協定の承諾の有無を示しております。○○番○○、○○○

○さんの法定相続人、○○○さんから、今回、道に関する協定の承諾が得られました

ので、全員による協定が締結されました。 

   それでは３ページにお戻りいただきまして、特定行政庁の意見です。 

   本申請は、国土交通省令（建築基準法施行規則第１０条の２の２）に適合するとと

もに、建築基準法第４３条第１項ただし書に関する個別許可同意基準第１の基準２に

適合することから、交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められるため、

次の条件を付して許可したいと考えております。 

   条件１、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は０.５メートル以上とすること。 

  なお、第７号議案につきまして、特定行政庁の意見及び許可条件は第６号議案と同様

となります。 

   以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長 説明が終わりましたので、委員の皆様から質問等ございましたらお願いいたしま

す。 

○委員 これは、つい最近出した同じ場所で、そのときには、先ほどのご説明のとおり、

お１人、判子を押してくれない方がいて、今回は大変めでたく、地元の方にはお幸せ
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だと思いますが、前回に比べて付する条件は同じなんですか。 

○特定行政庁 前回のときと同じでございます。 

○委員 前回の方も、もう１人、ついに判子を押していただいたんだけど、状況的には同

じということですね。 

○特定行政庁 はい。補足でご説明申し上げたいんですが、７ページをお願いいたします。

こちらの関係地番一覧表になりまして、○○番○○の○○○○さんという方が所有し

ておりましたが、法定相続人として、これらの方がいらっしゃいまして、行方不明だ

った方は、下のほうの○○○さんという方が不明でして、今回、見つかったというこ

とで協定に承諾いただいています。 

   以上です。 

○議長 この一覧表の権利者住所の見方なんですけれども、上に書いてあるのは被相続人

の住所ですか。括弧書きは、この法定相続人の…。 

○特定行政庁 はい。 

○議長 そうすると、同じマンションに皆さんお住みなんですね、多くの方が。それで○

○さんは○○だと。ほかにいかがでしょうか。 

○委員 ５ページの図を見ますと、右側の⑤と書いてあるところの隅切りのところなんで

すが、これは隅切りは実態としてあるのか。それとも、フェンスがその中に入り込ん

でいるように見えるんですけれども、これ道の実態はどうなっているんでしょうか。 

○特定行政庁 こちらの北側の隅切りは、現状２メートルになっておりまして、その南側

ですが、こちらのほう、白と黒の細いブロックで表示されておりますが、こちらは現

況２メートル、無いということになっておりますが、今後、この角の方から建て替え

の計画があった際には、２メートルの隅切りを取っていただくという形になります。 

○委員 協定で、このようになるということですね。 

○特定行政庁 はい。 

○議長 ほかによろしいでしょうか。 

  ほかにないようですので、採決を行いたいと思います。 

第６号議案及び第７号議案につきまして、原案のとおり了承することでよろしい 

でしょうか。 

（「異議なし」の声） 

○議長 それでは、原案のとおり了承することといたします。 
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   続きまして、第８号、第９号、第１０議案につきまして、一括して事務局から説明

をお願いいたします。 

○特定行政庁 それでは第８号議案から第１０号議案について、同じ申請者による隣接地

３棟の申請であるため第８号議案を中心にご説明させていただきます。 

   １ページの府中市全図をご覧ください。場所は赤の丸で表示し、引き出し線で８か

ら１０と示しておりますが、府中市の○部で、○○大学校の○側付近です。 

   ２０ページをご覧ください。建築計画概要でございますが、申請者は有限会社昌建

産業です。申請の要旨は一戸建ての住宅の新築、適用条文は建築基準法第４３条第１

項ただし書です。敷地は府中市○○町○丁目○○番○○の一部、用途地域は第一種低

層住居専用地域です。敷地と道路の関係につきまして、建築基準法第４３条第１項た

だし書の規定に基づく許可申請がなされたものです。建築物の概要につきまして、構

造及び階数は、木造、地上２階建て、その他は議案書記載のとおりです。なお、第９

号議案及び第１０号議案につきましても同様となります。 

   ２１ページをご覧ください。案内図及び配置図です。左側の案内図をご覧ください。

申請地は、ほぼ中央、黄色で囲まれた敷地です。引き出し線で年度を示していますの

が、過去に許可した場所となります。右側は配置図です。なお、第９号議案の配置図

は２９ページ、第１０号議案の配置図は３７ページとなっておりますので、あわせて

ご覧ください。 

第８号から第１０号議案全てについて、建築物の外壁面は隣地境界線から０.５メー

トル以上離して計画しております。また、前面の協定が締結された道の幅員が２メー

トルであることから、各申請地側に２メートルの空地を確保し、幅員４メートルの道

路状空地となるよう整備することとなっております。 

   ２２ページをご覧ください。道の現況図及び写真です。道の現況図に写真の番号及

び撮影方向を表示しております。 

   申請地が接する道の現況でございますが、南側の法第４２条第１項第１号道路から

続く現況幅員が４.12から７.６６メートル、延長距離３４.０１メートルの道で、今年

度に道の部分の土地の所有権を有する者全員により道に関する協定が結ばれておりま

す。本申請に至った経緯ですが、行き止まりの道のつき当たりにある申請地には現況

１棟の住宅が建っており、当初、申請地南側において現況の道に接するように宅地を

３分割する計画であったため、交通上及び安全上に課題がございました。このことか
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ら、市としましては、周辺の道路の状況を踏まえると、敷地北側に行き止まりの法第

４２条第１項第１号かつ法第４２条第１項第２号道路が近接しており、この道路に接

続させ、通り抜けの道を確保することが、交通上及び安全上、また、まちづくりの観

点からも好ましいと考え、申請地及び申請地東側の土地所有者に幅員４メートルの道

に関する協定を結ぶよう指導いたしました。申請地東側の土地所有者については、道

の後退線に建築物の一部がかかるため、現在は協定には承諾できないとの回答があっ

たことから、申請地側においてのみ、幅員２メートルの道に関する協定を締結し、さ

らに各申請地側に２メートルの空地を確保させることとしました。 

   写真⑤をご覧ください。申請地北側の道路から申請地側を見た写真です。申請地と

北側道路との間に府中市が管理する道路予定地があり、現在は植栽帯となっており、

申請地北側の住宅地において建築協定が締結されている旨を表示する看板が設置され

ております。このことから、申請建築物の竣工後に、市によって、道路予定地内にお

ける協定が締結された２メートルの道に面する部分（写真⑤に示す看板の右側部分）

を人が通行可能となるように整備することといたします。また、申請地内において、

道路予定地に面して塀が設置されておりますが、塀の一部を撤去し、通行できるよう

にいたします。なお、申請地東側の敷地について、建築基準法第４３条第１項ただし

書許可の相談があった際には、道の現況図に示す２メートルの想定後退線まで道に関

する協定を締結させることを要件に手続を進めることとし、その際に、残りの道路予

定地を整備し、また、看板を移設させることで南側道路から北側道路まで４メートル

の道が通り抜けるようにいたします。 

続いて、現況写真をご覧ください。写真①は南側の法第４２条第１項第１号道路を

西側から見た状況、写真②は法第４２条第１項第１号道路から道を見た状況、写真③

は道の途中から北側を見た状況、写真④は道の途中から南側を見た状況、写真⑥は申

請地を見た状況です。 

続きまして、２３ページをご覧ください。公図写です。申請地は黄色で囲まれた部

分で、黒枠で示した○○番○○の一部です。道に関する協定が結ばれた部分は、黄色

で着色した部分で、関係地番を赤枠で示しております。 

２４ページは道及び道となる部分の関係地番一覧表です。道部分の土地の不動産登

記簿上の記録と、道に関する協定の承諾の有無を示しております。 

   それでは２０ページにお戻りいただきまして、第８号議案について特定行政庁の意
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見です。 

   本申請は、国土交通省令（建築基準法施行規則第１０条の２の２）に適合するとと

もに、建築基準法第４３条第１項ただし書に関する個別許可同意基準第１の基準２に

適合することから、交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められるため、

次の条件を付して許可したいと考えております。 

   条件１、建築物の外壁面から隣地境界線までの距離は０.５メートル以上とすること。 

   条件２、申請地（○○番○○）と○○番○○、同番○○及び同番○○の筆界から西

側４.０メートルの範囲内において、建築物及び工作物を建築せず、通行可

能な空地とすること。 

   条件３、建築物の工事が完了するまでに、道（○○番○○及び同番○○）の不動産

登記簿上の地目を公衆用道路に変更し、また、道となる部分（○○番○○

の一部）について、不動産登記簿上の地目を公衆用道路として分筆登記し、

アスファルト簡易舗装等により道路状（自動車等が通行可能な状態）に整

備すること。 

        続いて、２８ページをご覧いただきまして、第９号議案について、特定行政庁の意

見です。 

        本申請は、国土交通省令（建築基準法施行規則第１０条の２の２）に適合するとと

もに、申請地前面における南北に通り抜けを想定する道の中心線から水平距離２メー

トルの線を道の境界線とする道の部分の所有権、地上権又は借地権を有する者のうち

一部の所有者を除き、当該道の部分を道路状に整備することについて、書面により承

諾を得ていることから、交通上、安全上、防火上及び衛生上支障がないと認められる

ため、第８号議案と同じ条件を付して許可したいと考えております。なお、第１０号

議案につきまして、特定行政庁の意見及び許可条件は第９号議案と同様となります。 

   以上で説明を終わります。よろしくご審議をお願いいたします。 

○議長 説明が終わりました。委員の皆様から、何かご意見、ご質問等がございましたら

お願いいたします。 

○委員 この第８号と第９号で、第９号のほうでは、一部地権者、借地権者が一部の所有

者を除きというふうに書いてある、この一部の所有者というのが、東側の方になりま

すか。 

○特定行政庁 今、お話ありましたとおり、東側の方ということでございます。 
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○委員 そうすると、「協定に同意された方は云々」というふうに書いてある話は、この黄

色く塗ったところについては、東側の方は権利を持っていらっしゃらないんだけれど

も、この道が完成するには東側の方にさらに出していただかなきゃならないので、現

時点での協定では、ここは２メートル幅で協定が結ばれていて、その範囲では全員が

判子を押してくださったと、そういう意味ですか。 

○特定行政庁 今、委員がお話いただいたとおりになっております。 

○委員 そうした場合、この東側の方は、この黄色い道を使わないと出られないんだけれ

ども、現時点で存在しているこの道の一番奥、２２ページでいうと、黄色く塗られて

いるところの一番太い部分の北端、ここの部分で前のページを見ると、３.６７４今接

していて、現在、ここをお使いになって外へ出ている。道に関する権利は持っておら

れないんだけど、ここを使って外に出ているという実態になっているということです

か。 

○特定行政庁 こちらの○○さんという方になるんですが、２３ページの公図写しをご覧

ください。今回の○○さんという方は、○側の○○番○○と○○番○○の道の部分を

お持ちになっていますので、こちらから出入りしている状況になっています。 

○委員 ○○と○○を…、○○と○○については、道として使うことについて同意してい

るんですか。 

○特定行政庁 はい。 

○議長 そうすると、この○○さんが次に確認申請を出しても、このまま確認下りちゃい

ますよね、許可になるけど。○○番○○で黄色いところに接しているわけだから、た

だし書が使えれば、このままで建っちゃうということにはならないですか。 

○特定行政庁 ご指摘のとおり、○○さんのところにおいては、敷地が３.６７４接してお

りますので、基準からいけば適用ということで許可になってしまうんですけれど、そ

もそもこの３敷地の計画も、実は先ほどご説明させていただきましたとおり、この７

メートルの協定部分に接するような形で、全て敷延で、基準を満たす形で、相談を持

ってこられて、基準には該当しているんだけれども、やはり先ほどの説明にありまし

たように、一番はまちづくりの観点でして、府中市の方針といたしまして、行き止ま

り道路をつくらない、なるべく通り抜け道路にするという方針が、市の道路行政の中

でございますので、そこに照らしあわせた中で、一歩踏み込んで、かなり強力な行政

指導にはなるんですが、そういうことから基準には該当しつつも、いやそれではだめ
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ですよというところで指導を行いまして、今回、敷地３分割については、敷延ではな

くて通り抜けを指導させていただきましたので、○側の○○さんのところにおいても、

もし許可申請がくれば同様な形で２メートル部分の通路状というような形で通り抜け

を、これは強力に指導していきたいというふうに市としては考えております。 

   以上です。 

○議長 その指導が功をそうさなくても、もう２メートル余分に下がったままにしておけ

ば、一応は４メートルの空地があると。 

○特定行政庁 おっしゃるとおり、最悪の場合を考えても、自己所有地の２メートルの空

間は余計に取ってありますので、４メートルの空間というのは確保されている状況に

ありますので。 

○議長 新しく入った方が、この○○番○○の方と仲よくやっていかないとだめだという

ことね。 

○特定行政庁 これ協定書を結んでおりまして、先ほど係長のほうからありましたけども、

○○番○○と○○番○○については、○側の○○さん、ご本人が所有しているわけな

んですけれども、その協定書の内容といたしましては、「将来、建築基準法の道路とな

るように努力する」という一言が記載されておりますので、その点からも強力な指導

ができるものというふうに認識しております。 

   以上です。 

○議長 ○○番○○はどうなんですか。行き止まりの部分は。 

○特定行政庁 ○○、ここは府中市が道路用地として所有管理しております。 

○議長 そうか、○○番○は市有地ですね。 

○委員 この道に関する協定の３０ページの一番南の端のところの隅切りの部分は、現在

隅切りはちょっと、例えば、位置指定とかにするには寸法が少し足りない、あと西側

に隅切りを切りたいところではありますが、ここの部分の両側の土地の所有者の方と

いうのは、今回、協定に参加しているんですか。 

○特定行政庁 当該西側の部分につきましては、最初は位置指定でということを指導して

おりまして、この入口の部分の方の協力もいただけるようにということで、何度か、

事業者のほうから位置指定の協力ということの投げかけをさせていただいたんですが、

残念ながら協力はいただけなかったというような状況でございます。 

   以上です。 
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○委員 最悪の場合、このままもう一度建て替えたいというふうに、奥の方がおっしゃっ

た場合には、最悪の場合は、まあ現況と同等と認めざるを得ない可能性も、最悪の場

合あるけれども、相続等で分割するという話になったら、現在の申請と全く条件同じ

になるので、その場合には恐らく自動的に引いていただくということになると。現状

と同じ建物がもう一度建つということにおいては、現状と同じ安全状態なんだから、

まあやむを得ないと言えば、まだ経過中であるという理解もできるかなと。そのとき

にもご協力いただければ問題ないと。 

○議長 ○○番○○が抜ければ、形態上は全部敷延で成り立っちゃうんですね。 

○特定行政庁 成り立ちます。 

○議長 ２メートル下がった空地の形態は、当面どんな形で残すんですか。 

○特定行政庁 黄色い部分は、アスファルト簡易舗装になりまして、さらに２メートル西

側に行った部分については、建物、門、塀等は築造しない形での通行可能な状態での

空間の確保ということで、特に舗装しなければいけないというような形はないんです

が、建売りで敷地内ですので、何らかの形での整備というものはされるのかないうふ

うに考えております。 

○議長 塀は出てきますよね。 

○特定行政庁 塀は２メートルの点線のところまでは出てきません。 

○議長 そうすると、第９号議案と第１０号議案の間の塀は真っすぐ西から道に向ってき

て、ここで切れちゃうわけですね、この２メートル後退したところで、塀は。 

○特定行政庁 はい、切れます。 

○委員 第９号議案の敷地の外での通行の確保という観点では、第８号議案の建設せずに

とってある場所を、とりあえずは使っていただくことについてはやむを得ない。つま

り、第９号議案の黄色く塗ったところだけでいうと、第９号議案は２メートル幅の道

にしか面していない形になるんだけれども、実情２メートル幅、さすがに車を停車し

ようとしても、ちょっとやばい感じになるので、そのわきには何もつくられていない、

お隣の第８号議案のところを同時開発のよしみで、道が完成するまではちょっとはみ

出るかもしれない。 

○特定行政庁 これは、事業者に確認したところ、３敷地とも、駐車場をそれぞれ確保す

るということですので、お隣さんの２メートル部分を使わせていただいて車は入ると

いうような形で相談されております。 
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○委員 第９号議案の旗竿は２.５メートルあるわけですね。 

○特定行政庁 ですから、その部分が車庫というような形になりまして、２１ページの第

８号議案につきましては、一番南側の３.０７３と書かれている、ここの部分が駐車場

となりまして、２１ページの第８号議案は南側がなりまして、第１０号議案、３７ペ

ージにつきましては、この建物の東側全面空地、２メートルの空地のさらに西側です

ね、ここが駐車場用地というふうに聞いております。 

○委員 条件が通行可能な空間とすることというふうに書いてあるということは、形状的

に駐車場として使ってはいけないということですか。 

○特定行政庁 おっしゃるとおりです。 

○委員 第１０号議案の駐車場はなかなかシビアかもしれません。でも第９号と第１０号

の間に境界線がなければ、第９号を踏んで、ずるずる入っちゃうんですね。 

○議長 そもそも何でこんな広いところが空いているんですか。道状に７メートル幾らと

いう…。 

○特定行政庁 状況はわかりませんけれども、実際現地を見ても、駐車場に使われるでも

なく、空いていまして、まして簡易舗装された形で、きれいにちゃんと道路状になっ

ております。 

○委員 ３５メートルもないですしね。クルドサックで、えらい使いよい道になっている。

３５メートル超えていれば転回広場をとるために広げたんだろうと想像できますけど。 

○委員 ○○さんのお宅の前にある、四角い、これは何が建っているんですか。 

○特定行政庁 駐車場です。 

○委員 家屋は建ってないんですか。 

○特定行政庁 家屋はかかってないです。駐車場がかかっています。 

○委員 駐車場には屋根がないんですか。 

○特定行政庁 屋根あります。 

○委員 これ首尾よく、お向かいの方も、分割しましょうとか、土地の価値が上がります

からねと、引いてくださって道になったという、大変首尾よくうまくいったあかつき

には、今回、条件を付した、この道でない部分、２メートル下がって、ここ何もしな

いでねという条件は、それ以降は保持しない。それが出来上がったときには、そこに

花壇とかをつくっても、まあいいでしょうという見解ですか。 

○特定行政庁 ○○さん側が仮に後退していただいて４メートルの通路が通り抜けが一体
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という形になれば、次、この３宅地について建て替えをされる際には、この２メート

ルの空地については特段の条件は付さないような形になります。 

○委員 そのときには両方２メートルずつ下がったということで、平等の負担で真ん中に

道をつくったわけだから、負担はいいんだという見解。 

○議長 ちょっと変わった案件でしたけども、ほかにいかがでしょうか。 

それでは、ほかに御意見もないようですので、採決を行いたいと思います。 

第８号議案、第９号議案及び第１０号議案につきましては原案のとおり同意するこ

とでよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声） 

   それでは、原案のとおり同意することといたします。 

   以上で本日の議案は全て終了いたしました。事務局のほうから何かございますか。 

○事務局 事務局から１点ございます。お手元の平成２６年度府中市建築審査会開催日等

予定をご覧ください。 

次回の建築審査会の開催日につきましては、８月１５日金曜日を予定しております。

場所は今回と同じ北庁舎第３会議室で、午後３時からの開始とさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

事務局からは以上となります。 

○議長 その他にございませんか。 

ただいまをもちまして第１６５回府中市建築審査会を閉会いたします。ご苦労さま

でした。 

午後３時３７分 

 

閉  会 

 


